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免疫・アレルギー機序が関与する皮膚疾患における炎症発生機序の解明免疫・アレルギー機序が関与する皮膚疾患における炎症発生機序の解明免疫・アレルギー機序が関与する皮膚疾患における炎症発生機序の解明免疫・アレルギー機序が関与する皮膚疾患における炎症発生機序の解明    

    

１．研究の対象１．研究の対象１．研究の対象１．研究の対象 

２０１１（平成２３）年４月１日から２０２０（令和２）年３月３１日の間に防衛医科

大学校病院皮膚科を受診し、アレルギー性皮膚疾患（痒疹、湿疹・皮膚炎、皮膚掻痒

症、アトピー性皮膚炎、無汗症・減汗症、炎症性皮膚角化症、天疱瘡・類天疱瘡）、上

皮系皮膚腫瘍、のいずれかと診断され、皮膚生検を受けられた方 

 

２．研究目的・方法２．研究目的・方法２．研究目的・方法２．研究目的・方法    

皮膚の病気の大多数は免疫・アレルギー学的機序が関わっていますが、具体的に、どの

ような物質が皮膚の症状に関わっているかは、いまだ明らかではありません。本研究の

目的は、患者さんのカルテの情報（痒みなどの症状や、検査の数値）や、皮膚生検で得

られた皮膚組織で免疫・アレルギーに関わる物質がどのぐらい発現しているかを組織学

的に解析して、どの物質が臨床症状や検査の数値と関係しているかを解明することを目

的とします。研究期間は、本研究が承認された後から令和７年３月３１日までです。 

    

３．研究に用いる試料・情報の種類３．研究に用いる試料・情報の種類３．研究に用いる試料・情報の種類３．研究に用いる試料・情報の種類    

 患者さんのカルテから利用する情報と資料はすべて匿名化し、個人の特定ができないよ

うにしてから研究に利用します。カルテから、患者さんの性別、年齢、病歴、痒みの有

無や皮膚症状、検査結果の数値等の臨床情報を収集します。また、保存された皮膚生検

組織を試料として用います。 

 

４４４４．．．．お問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせ先先先先    

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  359-8513 埼玉県所沢市並木 3-2  

防衛医科大学校皮膚科 講師 端本宇志 

電話 04-2995-1211（代表） 

研究責任者：防衛医科大学校皮膚科 教授 佐藤貴浩 


